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▼全体の評価講評  ▼サービス分析結果  ▼利用者調査結果  ▼事業者のコメント  

平成17年度 精神障害者小規模通所授産施設 

事業所名称 小麦の家 

評価機関名称 株式会社 地域計画連合 

評価者
修了者No.H0302032      修了者No .H0301066      修了者No .H0405013      

修了者No .H0201029           

評価実施期間 2005年10月20日～2006年3月30日 

   

 

サービス向上への強い意欲と、その実現のための取り組み  

全体ミーティングによる効果的な施設運営  

「地域に開かれた施設にする」という方針に基づく様々な取り組み  

 

文書の目的の明確化と、その必要性の認識に基づく効果的な活用  

マニュアルやスケジュールの作成による、計画的・効果的な施設運営の実現  

施設が必要とする職員像の明確化とそれに基づく職員の育成  

このページの一番上へ

 

サービスの実施項目 

 

サ ー ビ ス の 実 施  評 点  

1．個別の支援計画などに基づいて地域生活支援を行っている  

【講評】 続きを見る 

「サービス計画票」として、現在の課題、当面の目標、施設が提供するサービス、利用者...  

自立生活に向けての情報提供としては、日頃から書籍を購入し、必要に応じて利用者に貸...  

全体的に支援の大枠はあり、必要に応じた対応は行っているものの、支援を体系的に整理...  

2．個別の支援計画に基づいて日中活動等に関するさまざまな支援を行っている  

【講評】 続きを見る 

授産活動として、パン・菓子の製造・販売、店舗経営（パン、ＮＧＯ製品、他団体の自主...  

工賃は、「小麦の家メンバー工賃規定」に定められている。利用者一律の基本給があるほ...  

利用者からは「もう少し気楽な」場を設けてほしいという声もあり、法人全体のサービス...  

3．おいしい食事を楽しく食べられるよう工夫している  

【講評】 続きを見る 

昼食は、法人内他施設が授産事業として喫茶・弁当事業を行っており、それを活用すれば...  

食事は休憩室で各自取ることになっており、食事をするための環境を整えているが、狭く...  

適切な食事を摂取できるように、助言の必要が感じられた利用者に対しては、しっかりと...  

4．利用者の健康を維持するための支援を行っている  

【講評】 続きを見る 

年１回健康診断を行い、その結果を元に個別に話をしている。必要に応じて面談を行い、...  



服薬管理の支援については、利用者が服薬管理の重要性を認識できるよう働きかけるとと...  

急な体調変化に対しては、救命救急講習を職員が受講し、体制を整えている。  

5．利用者の自主性を尊重し、日常生活が楽しく快適になるような取り組みを行っている  

【講評】 続きを見る 

年1回の宿泊旅行や音楽鑑賞会、「コメット祭り」を始めとした法人内３施設合同のレク...  

施設は、幹線道路前の好立地にある。日々、建物内の清掃が行われているほか、職員と利...  

施設では、全体ミーティング、部門別会議、朝の朝礼、運営協議会などの会議が設けられ...  

6．施設と家族等との交流・連携を図っている  

【講評】 続きを見る 

法人の機関紙「コメット通信」の配布により、法人・各施設の事業計画のみならず、事業...  

利用契約時に緊急連絡先として家族の連絡先が確認されているものの、日常の通所生活に...  

施設では、定期的な機関紙の送付や各種説明会の案内だけでなく、より一層家族との連携...  

7．地域との連携のもとに利用者の生活の幅を広げるための取り組みを行っている  

【講評】 続きを見る 

地域の福祉団体が発行する各種の広報紙は、全体ミーティングで紹介し、室内に掲示する...  

利用者がイベントへの参加や体育館、就労支援センター、ハローワーク等への利用に関心...  

この施設だけでなく、ほかの社会資源にも目を向け、生活を拡げてほしいという趣旨から...  
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※読み上げソフトをご利用のかたへ 
パーセンテージの読みあげは「はい」「どちらともいえない」「いいえ」「無回答」の
順番で読み上げられます。 

有効回答者数/利用者総数
17/20 

 はい   どちらともいえない   いいえ   無回答・非該当

1.施設の中は安全に動けるよう
になっていますか 

52.9% 29.4% 11.8% 5.9% 

2.施設は清潔で快適ですか 
70.6% 29.4% 

いいえ：0.0%   無回答・非該当：0.0%   

3.あなたがやってみたいと思うよ
うな仕事や活動内容になってい
ますか 

58.8% 17.6% 17.6% 5.9% 

4.施設に来ることで、安定して毎
日が過ごせるようになりましたか 

52.9% 23.5% 17.6% 5.9% 

5.就労意欲が湧いてくるような活
動や支援がありますか 

52.9% 17.6% 23.5% 5.9% 

6.仲間と交流できるような場所や
機会などがありますか 

64.7% 23.5% 5.9% 5.9% 

7.仕事は楽しいですか 
35.3% 41.2% 23.5% 

無回答・非該当：0.0%   

8.工賃・給料の支払いのしくみ
は、わかりやすく説明されていま
すか 

82.4% 17.6% 

いいえ：0.0%   無回答・非該当：0.0%   

9.施設の職員に気軽に相談でき
ますか 

70.6% 17.6% 11.8% 

無回答・非該当：0.0%   

10.施設職員以外の人にも相談
できることの案内がありますか
（通院先・入所先の職員や区市・
苦情受付の第三者委員など） 

58.8% 23.5% 17.6% 

無回答・非該当：0.0%   

11.職員は他の人に知られたくな
いあなたの秘密を守るなど、プラ
イバシーを守ってくれますか 

76.5% 17.6% 5.9% 

無回答・非該当：0.0%   
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12.あなたは施設で人権が尊重さ
れていると思いますか 

58.8% 23.5% 11.8% 5.9% 

13.職員はあなたの決めたことを
大事にしてくれますか 

58.8% 29.4% 5.9% 5.9% 

14.職員はいつも同じように接し
てくれていますか 

58.8% 29.4% 11.8% 

無回答・非該当：0.0%   

15.利用者同士がうまくいかない
ときに、職員は間に立って対応し
てくれますか 

52.9% 29.4% 5.9% 11.8% 

16.施設では、あなたの日常生活
への気遣いがありますか 

70.6% 23.5% 5.9% 

無回答・非該当：0.0%   

17.あなたの目標又は計画をつく
る時、職員はあなたの希望や意
見を聞いてくれましたか 

70.6% 17.6% 11.8% 

無回答・非該当：0.0%   

18.あなたの目標・計画、状態に
合わせた手助けがありますか 

58.8% 29.4% 5.9% 5.9% 

19.【過去１年以内に利用を開始
したと答えた方に】利用する前
に、施設での生活や支援内容な
ど、知りたいことについてわかり
やすい説明がありましたか 

57.1% 28.6% 14.3% 

いいえ：0.0%   

20.【過去１年以内に利用を開始
したと答えた方に】施設のサービ
スなどの考え方を知る機会（説
明、掲示など）がありましたか 

71.4% 14.3% 14.3% 

どちらともいえない：0.0%   

21.【過去１年以内に利用を開始
したと答えた方に】施設の説明を
聞いて、自分で施設を利用する
ことを決めましたか 

71.4% 14.3% 14.3% 

いいえ：0.0%   

22.あなたは不満や要望を職員
に気軽に話すことができますか 

29.4% 29.4% 41.2% 

いいえ：0.0%   

23.職員は不満や要望に対してき
ちんと対応してくれていますか 

52.9% 29.4% 11.8% 5.9% 

 はい   どちらともいえない   いいえ   無回答・非該当 
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＊以下の項目は事業者によって、自ら更新される情報です。
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▼全体の評価講評  ▼コメント  

平成17年度 精神障害者小規模通所授産施設 

事業所名称 小麦の家 

評価機関名称 株式会社 地域計画連合 

評価者
修了者No.H0302032      修了者No .H0301066      修了者No .H0405013      

修了者No .H0201029           

評価実施期間 2005年10月20日～2006年3月30日 

 

 

サービス向上への強い意欲と、その実現のための取り組み 

平成17年度９月に、法人として初めての試みとして、同法人内事業所間で人事異動を行い、本施設にも新しい職員

が入った。その結果、新たな視点が加わったことで、これまでの業務の中で取り組みが不十分だった点について改善

が始まっており、マニュアルその他各種文書の整備も進んでいる。職員全体に改善への強い意欲が見られ、これま

での授産中心のサービスから、個別ニーズに合わせた支援の充実に向けて動き出しており、今後のサービス向上が

期待される。  

全体ミーティングによる効果的な施設運営 

以前は、職員同士や職員と利用者の会議を複数行っており、参加者の違いや、その時々での発言の食い違い等の

問題があった。この問題を解決するために、数々の会議を「全体ミーティング」に集約し、利用者も職員も一同に会し

て責任をもった発言と行動を取っていくことを申し合わせた。現在はこの会議が効果的に機能しており、的確な利用

者の意向把握と、利用者参加型の施設運営が実現されている。  

「地域に開かれた施設にする」という方針に基づく様々な取り組み 

「地域に開かれた施設にする」という方針のもと、利用者の地域活動への参加促進に力を入れるとともに、施設の開

放を積極的に行っている。地域の関連団体の中心的役割を担っていることもあり、施設には様々な情報が集まる。そ

れらの情報も参考にしながら、利用者個別や集団での参加支援を行っている。施設の開放としては、ビルの入り口に

他団体も使えるチラシコーナーを設置したり、店頭に他団体の商品を並べたりして、地域団体の活動を支援してい

る。また、就労した元利用者についても、それで関係を切るのではなく、アフターケアを行っている。  

 

文書の目的の明確化と、その必要性の認識に基づく効果的な活用 

昨年（平成１７年）から、個別支援に着手し、仕組みが整いつつある。しかし、取り組みが始まったばかりであることも

あって、帳票類や記録について、その作成の目的や個々の情報の重要性が十分に認識されているとは言い難い状

況である。今後は、情報の必要性と活用法について研究を継続し、「情報の収集～記録～支援への反映～評価」の

一連の流れを十分に認識した上で、より効果的な支援が行われるよう取り組んでいくことが期待される。  

マニュアルやスケジュールの作成による、計画的・効果的な施設運営の実現 

本施設では授産事業としてパン製造を行っており、人気の味噌パンを中心として受注生産による安定した売り上げを

確保している。しかし、少人数の組織で常に忙しいこともあり、職員同士の打ち合わせ時間を毎日取ることができず、

場当たり的な対応が多くなっている。こうした問題を解決し、誰にでもわかりやすくなりスムーズな運営とするために、

今後は作業マニュアルやスケジュールの活用を通じて個別支援と連動した体系的・計画的な施設運営としていくこと

が望まれる。  

施設が必要とする職員像の明確化とそれに基づく職員の育成 

本施設の職員は、利用者や来訪者に丁寧に接しており、より良いサービス提供に向けての向上心と実行力もある。

しかし、これまで体系的な施設運営がなされてこなかったことで、本施設で必要とする職員像も明らかにされてこなか

った。現在、法人全体で施設運営のあり方について大きな改革が求められている。その中で目的に沿った計画的な

支援を行っていくためには、本施設におけるサービスのあり方と併せて望ましい職員像（身につけるべきスキル、知

識、その獲得のプロセスなど）を明らかにし、効果的な職員育成が行われていくことが必要だろう。  
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・組織運営の状況をより良く把握するために職員会議の見学を行った。 

・法人全体の動きとの関係を把握するため、同法人の３施設合同ヒアリングの時間を設けた。また、３施設を同じ評価

者が担当することにより理解を深めた。 

・職員の意識をより具体的に意識を把握するため、職員アンケートは評価項目ごとではなく、１ランク下の標準項目ごと

に行った。 

・アドバイザーとして、精神通所授産施設の管理者に訪問調査に同行を依頼し、施設と評価者の相互理解に貢献して

いただいた。

このページの一番上へ
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利用者意向や地域・事業環境の把握と活用 
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▼リーダーシップと意思決定  ▼経営における社会的責任  ▼利用者意向や地域・事業環境の把握と活用  

▼計画の策定と着実な実行  ▼職員と組織の能力向上  ▼情報の保護・共有  ▼カテゴリー１～７に関する活動成果  

平成17年度 精神障害者小規模通所授産施設 

事業所名称 小麦の家

評価機関名称 株式会社 地域計画連合

事業評価実施期間 2005年10月21日～2006年3月30日 

1. 事業所が目指していることの実現に向けて一丸となっている 評点 

   1. 事業所が目指していること（理念、基本方針）を明確化・周知している  

   2. 経営層（運営管理者含む）は自らの役割と責任を職員に対して表明し、事業所をリードしている  

   3. 重要な案件について、経営層（運営管理者含む）は実情をふまえて意思決定し、その内容を関係
者に周知している  

【講評】 詳細はこちら 

法人として、「活気のある温かな雰囲気の場を創造する」「それぞれにあった援助を工夫...  

法人理事会における決定事項は、全職員会議や全体ミーティングを通して職員に周知され...  

法人の評議員会では、地域の医療・福祉関係者とともに施設の利用者が当事者代表として...  
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1. 社会人・福祉サービス事業者として守るべきことを明確にし、その達成に取り組んでいる 評点 

   1. 社会人・福祉サービスに従事する者として守るべき法・規範・倫理などを周知している  

   2. 第三者評価の導入・外部監査、情報開示などにより、地域社会に対し、透明性の高い組織となっ
ている  

   3. 将来を担う人材育成として、実習生を受け入れている  

2. 地域の福祉に役立つ取り組みを行っている 評点 

   1. 事業所の機能や福祉の専門性をいかした取り組みがある  

   2. ボランティア受け入れに関する基本姿勢を明確にし、体制を確立している  

   3. 地域の関係機関との連携を図っている  

【講評】 詳細はこちら 

法人の就業規則には、職員が職務の社会的責任を自覚し、社会福祉の向上及び施設の使命...  

法人理事会の理事数、法人評議員会の評議員数を最大定数枠まで拡大し、できる限り多く...  

法人の「見学・実習・研修受入要領」が整備され、法人事務局での申込受付や当日の対応...  
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1. 利用者意向や地域・事業環境に関する情報を収集・活用している 評点 

   1. 利用者一人ひとりの意向（意見・要望・苦情）を多様な方法で把握し、迅速に対応している（苦情解
決制度を含む）  

   2. 利用者意向の集約・分析とサービス向上への活用に取り組んでいる  

   3. 地域・事業環境に関する情報を収集し、状況を把握・分析している  

【講評】 詳細はこちら 



計画の策定と着実な実行 

職員と組織の能力向上 

情報の保護・共有 

カテゴリー１～７に関する活動成果 

平成12年から開始していた法人の「苦情相談受付」制度を、平成16年に新たな苦情解...  

法人の中・長期構想の骨子に基づく作業班（提供サービスの内容に関する検討班）により...  

施設は、各種の地域ネットワーク（施設・作業所等の連絡会など）に積極的に参加し、市...  
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1. 実践的な課題・計画策定に取り組んでいる 評点 

   1. 取り組み期間に応じた課題・計画を策定している  

   2. 多角的な視点から課題を把握し、計画を策定している  

   3. 着実な計画の実行に取り組んでいる  

2. 利用者の安全の確保・向上に計画的に取り組んでいる 評点 

   1. 利用者の安全の確保・向上に計画的に取り組んでいる  

【講評】 詳細はこちら 

法人の中長期構想の10項目の骨子に基づき、Ａ.提供サービスの内容に関する検討、Ｂ...  

施設の平成17年度事業計画は、全体ミーティングの場において全職員による前年度の総...  

法人の事業計画に、通報訓練、消火訓練、避難訓練、総合訓練の年4回の実施、他法人と...  
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1. 事業所が目指している経営・サービスを実現する人材の確保・育成に取り組んでいる 評点 

   1. 事業所にとって必要な人材構成にしている  

   2. 職員の質の向上に取り組んでいる  

2. 職員一人ひとりと組織力の発揮に取り組んでいる 評点 

   1. 職員一人ひとりの主体的な判断・行動と組織としての学びに取り組んでいる  

   2. 職員のやる気向上に取り組んでいる  

【講評】 詳細はこちら 

障害者自立支援法の動向や食品衛生に関する研修など、実務的に必要となる研修について...  

施設では平成17年度から、法人内異動により新しいスタッフを迎え入れており、その結...  

福利厚生制度としては、職員の互助会が設置されており、各種給付金の給付や、親睦会等...  
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1. 情報の保護・共有に取り組んでいる 評点 

   1. 事業所が蓄積している経営に関する情報の保護・共有に取り組んでいる  

   2. 個人情報は、「個人情報保護法」の趣旨をふまえて保護・共有している  

【講評】 詳細はこちら 

法人の個人情報保護規程は、利用者も参加した３年に及ぶ検討審議を経て制定され、平成...  

収集された行政や利用者等の情報は、ファイル化され、鍵のかかる部屋に整理・保管され...  
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1. 前年度と比べ、事業所の方向性の明確化や関係者への周知、地域・社会への責任の面で向上
している 

評点 

   1. 前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、以下のカテゴリーで評価される部分につい
て、改善を行い成果が上がっている  

【改善の成果】 詳細はこちら 

・法人の中・長期構想の骨子に基づき設けられた、Ａ.提供サービスの内容に関する検討...  
 

2. 前年度と比べ、職員と組織の能力の面で向上している 評点 
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   1. 前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、以下のカテゴリーで評価される部分につい
て、改善を行い成果が上がっている  

【改善の成果】 詳細はこちら 

人事異動により管理職クラスのスタッフが配置され、組織の課題を明らかにするとともに...  
 

3. 前年度と比べ、福祉サービス提供プロセスや情報保護・共有の面において向上している 評点 

   1. 前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、以下のカテゴリーで評価される部分につい
て、改善を行い成果が上がっている  

【改善の成果】 詳細はこちら 

書類の整備が進められ始めたことで、サービス全般についての状況が明確になり、課題が...  
 

4. 前年度と比べ、事業所の財政面において向上している 評点 

   1. 前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、財務諸表など財務に関する指標において改
善傾向を示している  

5. 前年度と比べ、利用者の意向や苦情対応の面で向上している 評点 

   1. 前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、以下のカテゴリーで評価される部分や利用
者満足状況調査などにおいて改善傾向を示している  

【改善の成果】 詳細はこちら 

・法人の中・長期構想の骨子に基づく作業班（提供サービスの内容に関する検討班）が、...  
 

【講評】 詳細はこちら 

法人の中・長期構想の骨子に基づき設けられた、提供サービスの内容、職員、事務・経理...  

施設としては、平成１７年度の異動により新しいスタッフを迎え入れたことで、様々な改...  

これまでもより良いサービス提供に向けた取り組みは行われてきていたが、その目的や効...  
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▼サービス提供のプロセス項目  ▼サービスの実施項目

平成17年度 精神障害者小規模通所授産施設 

事業所名称 小麦の家

評価機関名称 株式会社 地域計画連合

事業評価実施期間 2005年10月21日～2006年3月30日 

サービス提供のプロセス項目 

サービス情報の提供 評点

1．利用者等に対してサービスの情報を提供している  

【講評】詳細はこちら 

法人の３施設を紹介するパンフレットが作成されており、施設ごとの沿革や定員、開所日...  

ほかに、市や地域の支援ネットワークのパンフレット等に施設の情報を掲載し、施設の場...  

利用者の問合せや見学に対しては、法人の「見学・実習・研修受入要領」の手順に従った...  

サービスの開始・終了時の対応 評点

1．サービスの開始にあたり利用者等に説明し、同意を得ている  

2．サービスの開始及び終了の際に、環境変化に対応できるよう支援している  

【講評】詳細はこちら 

「小麦の家通所規程」に通所手続が定められ、通所希望者に対しては、マニュアル「小麦...  

通所開始時には、利用者と面接を行って意向を確認し、本人が慣れるまで充分な作業時間...  

利用開始時・終了時の意向把握や支援方針策定の高度化については施設として課題意識が...  

個別状況の把握・記録 評点

1．定められた手順に従ってアセスメントを行い、利用者の課題を個別のサービス場面ごとに明
示している  

2．利用者等の希望と関係者の意見を取り入れた個別の支援計画を作成している  

3．利用者に関する記録が行われ、管理体制を確立している  

4．利用者の状況等に関する情報を職員間で共有化している  

【講評】詳細はこちら 

通所契約時の面接において把握された利用者の基本情報や生活状況、課題・ニーズを基に...  

日々の支援や利用者の状況については十分に記録されていないため、支援の評価を効果的...  

個別支援計画に沿ってサービスを実施していくための体制の整備や職員の育成については...  

プライバシーの保護等個人の尊厳の尊重 評点

1．利用者のプライバシー保護を徹底している  

2．サービスの実施にあたり、利用者の権利を守り、個人の意思を尊重している  

【講評】詳細はこちら 

法人の個人情報保護規程により、収集した利用者の個人情報を目的以外に利用したり、第...  

サービスの実施にあたっては、はじめに利用者本人の希望を確認し、目標に沿った支援を...  

虐待の防止については、これまで虐待の被害事例がないとの認識もあり、積極的な取組み...  

事業所業務の標準化 評点

1．手引書等を整備し、事業所業務の標準化を図るための取り組みをしている  

2．サービスの向上をめざして、事業所の標準的な業務水準を見直す取り組みをしている  

3．さまざまな取り組みにより、業務の一定水準を確保している  

【講評】詳細はこちら 

授産事業については、一日の流れや役割分担の内容等、大まかなことは文書にまとめられ...  

今回の第三者評価受審を通して、施設としてもマニュアル整備の必要性を感じているとこ...  
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サービスの実施項目 

職員の学びの機会の確保としては、計画的ではないができるだけ研修を受けられるように...  

このページの一番上へ

サービスの実施 評点

1．個別の支援計画などに基づいて地域生活支援を行っている  

【講評】詳細はこちら 

「サービス計画票」として、現在の課題、当面の目標、施設が提供するサービス、利用者...  

自立生活に向けての情報提供としては、日頃から書籍を購入し、必要に応じて利用者に貸...  

全体的に支援の大枠はあり、必要に応じた対応は行っているものの、支援を体系的に整理...  

 

2．個別の支援計画に基づいて日中活動等に関するさまざまな支援を行っている  

【講評】詳細はこちら 

授産活動として、パン・菓子の製造・販売、店舗経営（パン、ＮＧＯ製品、他団体の自主...  

工賃は、「小麦の家メンバー工賃規定」に定められている。利用者一律の基本給があるほ...  

利用者からは「もう少し気楽な」場を設けてほしいという声もあり、法人全体のサービス...  

 

3．おいしい食事を楽しく食べられるよう工夫している  

【講評】詳細はこちら 

昼食は、法人内他施設が授産事業として喫茶・弁当事業を行っており、それを活用すれば...  

食事は休憩室で各自取ることになっており、食事をするための環境を整えているが、狭く...  

適切な食事を摂取できるように、助言の必要が感じられた利用者に対しては、しっかりと...  

 

4．利用者の健康を維持するための支援を行っている  

【講評】詳細はこちら 

年１回健康診断を行い、その結果を元に個別に話をしている。必要に応じて面談を行い、...  

服薬管理の支援については、利用者が服薬管理の重要性を認識できるよう働きかけるとと...  

急な体調変化に対しては、救命救急講習を職員が受講し、体制を整えている。  

 

5．利用者の自主性を尊重し、日常生活が楽しく快適になるような取り組みを行っている  

【講評】詳細はこちら 

年1回の宿泊旅行や音楽鑑賞会、「コメット祭り」を始めとした法人内３施設合同のレク...  

施設は、幹線道路前の好立地にある。日々、建物内の清掃が行われているほか、職員と利...  

施設では、全体ミーティング、部門別会議、朝の朝礼、運営協議会などの会議が設けられ...  

 

6．施設と家族等との交流・連携を図っている  

【講評】詳細はこちら 

法人の機関紙「コメット通信」の配布により、法人・各施設の事業計画のみならず、事業...  

利用契約時に緊急連絡先として家族の連絡先が確認されているものの、日常の通所生活に...  

施設では、定期的な機関紙の送付や各種説明会の案内だけでなく、より一層家族との連携...  

 

7．地域との連携のもとに利用者の生活の幅を広げるための取り組みを行っている  

【講評】詳細はこちら 

地域の福祉団体が発行する各種の広報紙は、全体ミーティングで紹介し、室内に掲示する...  

利用者がイベントへの参加や体育館、就労支援センター、ハローワーク等への利用に関心...  

この施設だけでなく、ほかの社会資源にも目を向け、生活を拡げてほしいという趣旨から...  
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▼調査概要   ▼調査結果全体のコメント   ▼調査結果  

平成17年度 精神障害者小規模通所授産施設

事業所名称 小麦の家

評価機関名称 株式会社 地域計画連合

利用者調査実施期間 2005年10月21日～2006年2月6日 

 

調査対象：平成１７年１０月２１日現在の利用者全員  

調査方法：利用者説明会を開催。第三者評価、及び利用者調査の意義と調査方法を説明し、その場で調査票を配

布した。回収は郵送で。 

説明会欠席者には施設から調査票を配布し、郵送回収した。 

利用者総数： 20人  

共通評価項目による調査対象者数： 20人  

共通評価項目による調査の有効回答者数： 17人  

利用者総数に対する回答者割合（％）： 85.0％  

調査項目： 共通評価項目  
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総合的な満足度は、「満足」24％、「どちらかといえば満足」52％、合わせて76％と概ね満足されている。細目を見ると、

「工賃・給料の支払いの説明」「プライバシーの秘密厳守」「施設は清潔で快適」「施設の職員に気軽に相談できる」の

項目で評価が高く、各々82.4％、76.5％、70.6％、70.6％が「はい」と回答している。逆に評価が低かった項目は、「就労

意欲が湧いてくるような活動や支援がある」「仕事は楽しい」で、各々23.5％が「いいえ」と回答している。中でも「仕事の

楽しさ」については41.2％が「どちらともいえない」と回答しており、満足度（「はい」と回答した人）は35.3％と低い。施設

ではこうした状況を以前から把握し、作業内容や就労支援のあり方を含めて平成１８年度に大きな改革を行う予定とな

っている。利用者ニーズにマッチした今後の事業展開が期待されるところである。 
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※読み上げソフトをご利用のかたへ 
パーセンテージの読みあげは「はい」「どちらともいえない」「いいえ」「無回答」の順番で読み上げられます。 

 はい   どちらともいえない   いいえ   無回答・非該当

1.施設の中は安全に動けるよう
になっていますか 

52.9% 29.4% 11.8% 5.9% 

2.施設は清潔で快適ですか 
70.6% 29.4% 

いいえ：0.0%   無回答・非該当：0.0%   

3.あなたがやってみたいと思うよ
うな仕事や活動内容になってい
ますか 

58.8% 17.6% 17.6% 5.9% 

4.施設に来ることで、安定して毎
日が過ごせるようになりましたか 

52.9% 23.5% 17.6% 5.9% 

5.就労意欲が湧いてくるような活
動や支援がありますか 

52.9% 17.6% 23.5% 5.9% 
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6.仲間と交流できるような場所や
機会などがありますか 

64.7% 23.5% 5.9% 5.9% 

7.仕事は楽しいですか 
35.3% 41.2% 23.5% 

無回答・非該当：0.0%   

8.工賃・給料の支払いのしくみ
は、わかりやすく説明されていま
すか 

82.4% 17.6% 

いいえ：0.0%   無回答・非該当：0.0%   

9.施設の職員に気軽に相談でき
ますか 

70.6% 17.6% 11.8% 

無回答・非該当：0.0%   

10.施設職員以外の人にも相談
できることの案内がありますか
（通院先・入所先の職員や区市・
苦情受付の第三者委員など） 

58.8% 23.5% 17.6% 

無回答・非該当：0.0%   

11.職員は他の人に知られたくな
いあなたの秘密を守るなど、プラ
イバシーを守ってくれますか 

76.5% 17.6% 5.9% 

無回答・非該当：0.0%   

12.あなたは施設で人権が尊重さ
れていると思いますか 

58.8% 23.5% 11.8% 5.9% 

13.職員はあなたの決めたことを
大事にしてくれますか 

58.8% 29.4% 5.9% 5.9% 

14.職員はいつも同じように接し
てくれていますか 

58.8% 29.4% 11.8% 

無回答・非該当：0.0%   

15.利用者同士がうまくいかない
ときに、職員は間に立って対応し
てくれますか 

52.9% 29.4% 5.9% 11.8% 

16.施設では、あなたの日常生活
への気遣いがありますか 

70.6% 23.5% 5.9% 

無回答・非該当：0.0%   

17.あなたの目標又は計画をつく
る時、職員はあなたの希望や意
見を聞いてくれましたか 

70.6% 17.6% 11.8% 

無回答・非該当：0.0%   

18.あなたの目標・計画、状態に
合わせた手助けがありますか 

58.8% 29.4% 5.9% 5.9% 

19.【過去１年以内に利用を開始
したと答えた方に】利用する前
に、施設での生活や支援内容な
ど、知りたいことについてわかり
やすい説明がありましたか 

57.1% 28.6% 14.3% 

いいえ：0.0%   

20.【過去１年以内に利用を開始
したと答えた方に】施設のサービ
スなどの考え方を知る機会（説
明、掲示など）がありましたか 

71.4% 14.3% 14.3% 

どちらともいえない：0.0%   

21.【過去１年以内に利用を開始
したと答えた方に】施設の説明を
聞いて、自分で施設を利用する
ことを決めましたか 

71.4% 14.3% 14.3% 

いいえ：0.0%   

22.あなたは不満や要望を職員
に気軽に話すことができますか 

29.4% 29.4% 41.2% 

いいえ：0.0%   

23.職員は不満や要望に対してき
ちんと対応してくれていますか 

52.9% 29.4% 11.8% 5.9% 

 はい   どちらともいえない   いいえ   無回答・非該当 

このページの一番上へ
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評価結果ダイジェスト

評価結果詳細

  全体の評価講評

  事業評価結果

 

 
組織マネジメント分析
結果

  サービス分析結果

利用者調査結果

事業者のコメント

評点の見方

リーダーシップと意思決定 

福祉サービス第三者評価情報 > 評価結果検索 > 評価結果一覧 > 評価結果詳細 > リーダーシップと意思決定 

1-1-1. 事業所が目指していること（理念、基本方針）を明確化・周知している 

 

1-1-2. 経営層（運営管理者含む）は自らの役割と責任を職員に対して表明し、事業所をリード
している 

 

1-1-3. 重要な案件について、経営層（運営管理者含む）は実情をふまえて意思決定し、その内
容を関係者に周知している 

 

講 評

法人として、「活気のある温かな雰囲気の場を創造する」「それぞれにあった援助を工夫する」「たくさんの人たちが

交流できる機会を提供する」「障害の有無に関わらず、すべての人が支え合える文化の創造に貢献する」の４つの

理念を掲げ、その理念の下で活動を行っている。今後は、施設としての理念・ビジョン・基本方針などを検討し、施設

の方向性を意識した取り組みを行っていけると良いだろう。

法人理事会における決定事項は、全職員会議や全体ミーティングを通して職員に周知されている。平成17年度、理

事直轄の組織として、法人の中・長期構想の実施計画策定のまとめ及び実施の責務が与えられたプロジェクトチー

ム（法人内３施設の職員による作業班）が新たに設置され、法人本部・事務局機能の強化方針と併せ、法人・施設

の意思決定にインパクトを与えている。

法人の評議員会では、地域の医療・福祉関係者とともに施設の利用者が当事者代表として委員に選任されており、

職員や利用者がオブザーバーとして誰でも参加できる形態がとられているなど、法人の中長期計画を始めとした重

要案件について、現場の意見を反映させる機会が確保されている。

このページの一番上へ

評点

標準項目

 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）を明示している

 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）について、職員の理解が深まるような取

り組みを行っている

 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）について、利用者本人や家族等の理解

が深まるような取り組みを行っている

 重要な意思決定や判断に迷ったときに、事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）

を思い起こすことができる取り組みを行っている（会議中に確認できるなど）

A+の取り組み   

評点

標準項目
 経営層は、自らの役割と責任を職員に伝えている

 経営層は、自らの役割と責任に基づいて行動している

A+の取り組み   

評点

標準項目

 重要な案件を検討し、決定する手順があらかじめ決まっている

 重要な意思決定に関し、その内容と決定経緯について職員に周知している

 利用者等に対し、重要な案件に関する決定事項について、必要に応じてその内容と決定経緯を伝

えている

A+の取り組み   

このページの一番上へ



評価結果ダイジェスト

評価結果詳細

  全体の評価講評

  事業評価結果

 

 
組織マネジメント分析
結果

  サービス分析結果

利用者調査結果

事業者のコメント

評点の見方

経営における社会的責任 

福祉サービス第三者評価情報 > 評価結果検索 > 評価結果一覧 > 評価結果詳細 > 経営における社会的責任 

2-1-1. 社会人・福祉サービスに従事する者として守るべき法・規範・倫理などを周知している 

 

2-1-2. 第三者評価の導入・外部監査、情報開示などにより、地域社会に対し、透明性の高い
組織となっている 

 

2-1-3. 将来を担う人材育成として、実習生を受け入れている 

 

2-2-1. 事業所の機能や福祉の専門性をいかした取り組みがある 

 

2-2-2. ボランティア受け入れに関する基本姿勢を明確にし、体制を確立している 

講 評

法人の就業規則には、職員が職務の社会的責任を自覚し、社会福祉の向上及び施設の使命達成のために全力を

挙げるべきことが規定され、小麦の家管理規程には、「先ず利用者の人格を尊重すること」が基本原則として掲げら

れている。平成12年から法人として「苦情相談受付」制度を開始し、平成16年に新たな苦情解決制度として整備し

たり、平成13年には法人として個人情報保護規程を定めるなど、法令を意識した取組みは早く、制度の具体的な説

明パンフレットの作成や毎年度の説明会の開催を通じて、利用者や家族等の関係者に周知を行っている。

法人理事会の理事数、法人評議員会の評議員数を最大定数枠まで拡大し、できる限り多くの医療・福祉事業者や

ＮＰＯ等の関係者に就任してもらい、積極的に地域の人々の関与を得るようにしている。また、年に数回発行される

法人の機関紙「コメット通信」には、毎年度、法人・各施設の事業計画のみならず、事業報告や決算報告が掲載され

ており、会議の開催内容や個人情報の開示請求件数、職員・利用者数の推移、賠償責任保険の加入状況などあら

ゆる情報が公開されている。コメット通信は、関係者に送付される他、建物のロビーにも設置されている。

法人の「見学・実習・研修受入要領」が整備され、法人事務局での申込受付や当日の対応方法がマニュアル化され

ているほか、施設独自の「小麦の家実習スケジュール」が作成され、作業の流れやプライバシーへの配慮等守るべ

き事項が整理され、実習生への事前説明が行われている。施設は、授産種目である店舗が、地域のボランティア団

体の情報発信の場として機能しており、施設そのものが地域に貢献する存在となっている。地域ネットワークでの活

動については、利用者が十分に納得した上で進めていけると良いだろう。

このページの一番上へ

評点

標準項目
 福祉サービスに従事する者として、守るべき法・規範・倫理（個人の尊厳）などを明示している

 全職員に対して、守るべき法・規範・倫理（個人の尊厳）などの理解が深まるように取り組んでいる

A+の取り組み   

評点

標準項目

 第三者評価・外部監査の実施など外部の導入を図り、開かれた組織となるように取り組んでいる

 透明性を高めるために、地域の人の目にふれやすい方法（事業者便り・会報など）で地域社会に事

業所に関する情報を開示している

A+の取り組み   

評点

標準項目
 実習生の受け入れに対する基本方針・取り組み体制を明確にしている

 効果的な実習ができるよう計画的なプログラムを用意している

A+の取り組み   

評点

標準項目

 事業所の機能や専門性は、利用者に支障のない範囲で地域の人に還元している（施設・備品等の

開放、個別相談など）

 地域の人や関係機関を対象に、事業所の機能や専門性をいかした企画・啓発活動（研修会の開

催、講師派遣など）を行っている

A+の取り組み   



福ナビトップへ｜ サイトマップ｜ メルマガ登録｜ ご意見・ご要望｜ 特集｜ アクセシビリティについて 

Copyright©2008 （財）東京都高齢者研究・福祉振興財団 

【問合せ】メールアドレス：fukushiit@fukushizaidan.jp 電話：03-5206-8733 

 

2-2-3. 地域の関係機関との連携を図っている 

 

評点

標準項目

 ボランティアの受け入れに対する基本姿勢を明示している

 ボランティアの受け入れ体制を整備している（担当者の配置、手引き書の作成など）

 ボランティアに利用者のプライバシーの尊重やその他の留意事項などを伝えている

A+の取り組み   

評点

標準項目
 地域の関係機関のネットワーク（事業者連絡会など）に参画している

 地域ネットワーク内での共通課題について、協働して取り組めるような体制を整えている

A+の取り組み   

このページの一番上へ
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【問合せ】メールアドレス：fukushiit@fukushizaidan.jp 電話：03-5206-8733 

評価結果ダイジェスト

評価結果詳細

  全体の評価講評

  事業評価結果

 

 
組織マネジメント分析
結果

  サービス分析結果

利用者調査結果

事業者のコメント

評点の見方

利用者意向や地域・事業環境の把握と活用 

福祉サービス第三者評価情報 > 評価結果検索 > 評価結果一覧 > 評価結果詳細 > 利用者意向や地域・事業環境の把握と活用 

3-1-1. 利用者一人ひとりの意向（意見・要望・苦情）を多様な方法で把握し、迅速に対応してい
る（苦情解決制度を含む） 

 

3-1-2. 利用者意向の集約・分析とサービス向上への活用に取り組んでいる 

 

3-1-3. 地域・事業環境に関する情報を収集し、状況を把握・分析している 

 

講 評

平成12年から開始していた法人の「苦情相談受付」制度を、平成16年に新たな苦情解決制度として改め、苦情受付

担当者（法人全体で2名）、苦情解決責任者（各施設ごとに1名）、第三者委員（法人全体で2名）を選任して実施して

いる。匿名での苦情の受付などの利用方法や第三者委員等の連絡先が明記された案内文書が作成・掲示されてい

るほか、17年度においても制度に関する説明会が開催され、全体で50名を超える利用者や家族が参加している。

法人の中・長期構想の骨子に基づく作業班（提供サービスの内容に関する検討班）により、独自のアンケート調査

「コメット通所者の地域生活ニーズとコメットの提供サービス調査」が実施され、法人全体及び各施設ごとの利用者・

職員のニーズやサービス提供状況に対する評価等について、把握・分析が進められている。当該調査の最終結果

報告は、来年度当初に行われる予定であるが、調査の途中経過や障害者自立支援法の動向については、各種会

議を通じて職員に報告・周知が行われている。

施設は、各種の地域ネットワーク（施設・作業所等の連絡会など）に積極的に参加し、市街地にあるという地の利を

生かし各会に活動の場を提供するなど、地域ネットワークの中心的な役割を果たしている。市障害者計画の策定に

あたっては、ネットワークを通じた情報収集、審議の傍聴や施策提言など、積極的な活動を行った。

このページの一番上へ

評点

標準項目

 苦情解決制度を利用できることや事業者以外の相談先を遠慮なく利用できることを、利用者に伝え

ている

 利用者一人ひとりの意見・要望・苦情に対する解決に取り組んでいる

A+の取り組み   

評点

標準項目

 利用者アンケートなど、事業所側からの働きかけにより利用者の意向を把握することに取り組んで

いる

 事業者が把握している利用者の意向を取りまとめ、利用者から見たサービスの現状・問題を把握し

ている

 利用者の意向をサービス向上につなげることに取り組んでいる

A+の取り組み   

評点

標準項目

 地域の福祉ニーズの収集（地域での聞き取り、地域懇談会など）に取り組んでいる

 福祉事業全体の動向（行政や業界などの動き）の収集に取り組んでいる

 事業所としての今後のあり方の参考になるように、地域の福祉ニーズや福祉事業全体の動向を整

理・分析している

A+の取り組み   

このページの一番上へ



評価結果ダイジェスト

評価結果詳細

  全体の評価講評

  事業評価結果

 

 
組織マネジメント分析
結果

  サービス分析結果

利用者調査結果

事業者のコメント

評点の見方

計画の策定と着実な実行 

福祉サービス第三者評価情報 > 評価結果検索 > 評価結果一覧 > 評価結果詳細 > 計画の策定と着実な実行 

4-1-1. 取り組み期間に応じた課題・計画を策定している 

 

4-1-2. 多角的な視点から課題を把握し、計画を策定している 

 

4-1-3. 着実な計画の実行に取り組んでいる 

 

4-2-1. 利用者の安全の確保・向上に計画的に取り組んでいる 

講 評

法人の中長期構想の10項目の骨子に基づき、Ａ.提供サービスの内容に関する検討、Ｂ.職員に関する検討、Ｃ.事

務・経理・規程に関する検討、Ｄ.本部機能に関する検討、の４つの作業班が設けられ、法人内３施設の職員共同に

よる実施計画策定に向けた検討が進められている。法人として職員採用と配属の決定を行うことや各施設・部門間

の人事異動を行うことなど、骨子のいくつかについては実施計画の策定を待たずに実現されているが、各実施計画

の策定期限を含め、中長期構想への取組み全体に関するより明確なタイムスケジュールの設定が望まれる。

施設の平成17年度事業計画は、全体ミーティングの場において全職員による前年度の総括と検討が行われた上で

起案され、資金収支予算内訳等を踏まえた法人の承認を経て策定されており、月間スケジュール表により具体化さ

れている。月次試算表、予実算対照表による事業の収支状況のほか、毎月の新規の利用者や見学希望者数、待

機者数、契約終了事由、工賃額、職員の研修参加人数、超過勤務状況等の詳細なデータの推移が把握され、法人

理事長への報告、職員による検討と見直しが行われている。

法人の事業計画に、通報訓練、消火訓練、避難訓練、総合訓練の年4回の実施、他法人との近隣防災協定による

合同防災訓練の実施が計画されており、平成17年6月10日に一部実施されていることが確認された。パンの製造・

販売を行う施設として、職員・利用者の検便の実施のほか、ノロウィルス等の感染症対策講習への参加、食品衛生

ビデオの視聴、トイレ清掃マニュアルに基づく消毒清掃の実施など、衛生管理面への対策が徹底されている。さら

に、利用者に関する事故の防止と安全確保という視点でのマニュアル化が期待される。

このページの一番上へ

評点

標準項目

 理念・ビジョンの実現に向けた中・長期計画を策定している

 年度単位の計画を策定している

 短期の活動についても、計画的（担当者・スケジュールの設定など）に取り組んでいる

A+の取り組み   

評点

標準項目

 課題の明確化、計画策定の時期や手順があらかじめ決まっている

 課題の明確化、計画の策定にあたり、現場の意向を反映できるようにしている

 計画は、サービスの現状（利用者意向、地域の福祉ニーズや事業環境など）をふまえて策定してい

る

 計画は、想定されるリスク（利用者への影響、職員への業務負担、必要経費の増大など）をふまえ

て策定している

A+の取り組み   

評点

標準項目

 計画推進の方法（体制、職員の役割や活動内容など）を明示している

 計画推進にあたり、より高い成果が得られるように事業所内外の先進事例・失敗事例を参考にする

などの取り組みを行っている

 計画推進にあたり、目指す目標と達成度合いを図る指標を明示している

 計画推進にあたり、進捗状況を確認し（半期・月単位など）、必要に応じて見直しをしながら取り組

んでいる

A+の取り組み   

評点

 利用者の安全の確保・向上を図るため、関係機関との連携や事業所内の役割分担を明示している
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標準項目

 発生した事故や事故につながりやすい事例などをもとに、再発防止・予防対策を策定している

 再発防止・予防対策の実践に向けて、職員、利用者、関係機関などに具体的な活動内容が伝わっ

ている

A+の取り組み   

このページの一番上へ



評価結果ダイジェスト

評価結果詳細

  全体の評価講評

  事業評価結果

 

 
組織マネジメント分析
結果

  サービス分析結果

利用者調査結果

事業者のコメント

評点の見方

職員と組織の能力向上 

福祉サービス第三者評価情報 > 評価結果検索 > 評価結果一覧 > 評価結果詳細 > 職員と組織の能力向上 

5-1-1. 事業所にとって必要な人材構成にしている 

 

5-1-2. 職員の質の向上に取り組んでいる 

 

5-2-1. 職員一人ひとりの主体的な判断・行動と組織としての学びに取り組んでいる 

 

5-2-2. 職員のやる気向上に取り組んでいる 

講 評

障害者自立支援法の動向や食品衛生に関する研修など、実務的に必要となる研修については受講が勧められ、受

講後は研修受講報告書の提出により職員会議等において情報の共有が行われている。法人の事業計画において

は、職員の資質向上を図るための内部研修の実施、外部研修への参加が掲げられており、施設としても積極的に

取り組みたい意向がある。法人の中・長期構想骨子に基づく作業班の検討結果、実施計画の策定を受けて、計画

的な人材育成に取り組んでいくことが期待される。

施設では平成17年度から、法人内異動により新しいスタッフを迎え入れており、その結果、より組織的な施設運営

やきめ細かい個別支援が必要であることについて、職員間での意識が高まりつつある。職員のやる気と働きがいの

向上や、個人及び組織の能力向上に関しても、これまでは意識的な取り組みがなされてこなかったが、法人全体が

大きな転換期にあるこれからの取り組みに期待したい。

福利厚生制度としては、職員の互助会が設置されており、各種給付金の給付や、親睦会等が行われている。

このページの一番上へ

評点

標準項目

 事業所の人事制度に関する方針（人材像、職員育成・評価の考え方）を明示している

 事業所が必要とする人材をふまえた採用を行っている

 適材適所の人員配置に取り組んでいる

A+の取り組み   

評点

標準項目

 職員一人ひとりの能力向上に関する希望を把握している

 職員一人ひとりの職務能力に応じた、個人別の育成（研修）計画を策定している

 個人別の育成（研修）計画をふまえ、ＯＪＴや研修を行っている

 職員が研修に参加しやすいように、勤務日程を調整している

 職員の研修成果を確認し（研修時・研修直後・研修数ヶ月後など）、研修が本人の育成に役立った

かを確認している

A+の取り組み   

評点

標準項目

 職員の判断で実施可能な範囲と、それを超えた場合の対応方法を明示している

 職員一人ひとりの日頃の気づきや工夫について、互いに学ぶことに取り組んでいる

 職員一人ひとりの研修成果を、レポートや発表等で共有化に取り組んでいる

A+の取り組み   

評点

標準項目

 事業所の特性をふまえ、職員の育成・評価・報酬（賃金、昇進・昇格、賞賛など）が連動した人材マ

ネジメントを行っている

 就業状況（勤務時間や休暇取得、疲労・ストレスなど）を把握し、改善に取り組んでいる

 職員の意識を把握し、やる気と働きがいの向上に取り組んでいる

 福利厚生制度の充実に取り組んでいる

A+の取り組み   
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評価結果ダイジェスト

評価結果詳細

  全体の評価講評

  事業評価結果

 

 
組織マネジメント分析
結果

  サービス分析結果

利用者調査結果

事業者のコメント

評点の見方

情報の保護・共有 

福祉サービス第三者評価情報 > 評価結果検索 > 評価結果一覧 > 評価結果詳細 > 情報の保護・共有 

7-1-1. 事業所が蓄積している経営に関する情報の保護・共有に取り組んでいる 

 

7-1-2. 個人情報は、「個人情報保護法」の趣旨をふまえて保護・共有している 

 

講 評

法人の個人情報保護規程は、利用者も参加した３年に及ぶ検討審議を経て制定され、平成13年に施行されてい

る。個人情報の取得や保管、不服申し立て等の説明、具体的な開示請求の流れ、個人情報審議会の位置付けなど

が分かりやすく記載されたパンフレットが作成されており、施行時だけではなく、毎年度の説明会の開催やコメット通

信への掲載を通じて、利用者や家族等の関係者に周知が行われている。規程は、平成17年4月の個人情報保護法

の施行を踏まえた必要な改正が行われている。

収集された行政や利用者等の情報は、ファイル化され、鍵のかかる部屋に整理・保管されている。利用者の処遇・

支援の記録の充実が課題となっており、今後、保管すべき情報量の増加とＰＣの更なる活用が予想されることから、

電子データを含めた情報・文書全般のアクセス権限、保管・廃棄等のルールを見直し、明確にしていくことが必要で

あると思われる。

このページの一番上へ

評点

標準項目

 情報の重要性や機密性をふまえ、アクセス権限を設定している

 収集した情報は、必要な人が必要なときに活用できるように整理・保管している

 保管している情報の状況を把握し、使いやすいように更新している 

A+の取り組み   

評点

標準項目

 事業所で扱っている個人情報の利用目的を明示している

 個人情報の保護に関する規定を明示している

 開示請求に対する対応方法を明示している

 個人情報の保護について職員（実習生やボランティアを含む）が理解し行動できるための取り組み

を行っている

A+の取り組み   

このページの一番上へ



評価結果ダイジェスト

評価結果詳細

  全体の評価講評

  事業評価結果

 

 
組織マネジメント分析
結果

  サービス分析結果

利用者調査結果

事業者のコメント

評点の見方

カテゴリー１～７に関する活動成果 

福祉サービス第三者評価情報 > 評価結果検索 > 評価結果一覧 > 評価結果詳細 > カテゴリー１～７に関する活動成果 

8-1-1. 前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、以下のカテゴリーで評価される部
分について、改善を行い成果が上がっている 

 

8-2-1. 前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、以下のカテゴリーで評価される部
分について、改善を行い成果が上がっている 

 

8-3-1. 前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、以下のカテゴリーで評価される部
分について、改善を行い成果が上がっている 

 

8-4-1. 前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、財務諸表など財務に関する指標
において改善傾向を示している 

講 評

法人の中・長期構想の骨子に基づき設けられた、提供サービスの内容、職員、事務・経理・規程、本部機能に関する

４つの作業班に職員が参加し、検討を進めている。障害者自立支援法への移行の中で、地域の理解と必要性に応

じて有効に活用されるためにはどのような施設となるべきか、作業班による独自のアンケート調査「コメット通所者の

地域生活ニーズとコメットの提供サービス調査」結果を踏まえ、方向性の明確化を急いでいる。 

施設としては、平成１７年度の異動により新しいスタッフを迎え入れたことで、様々な改善の取り組みが始まってい

る。職員全体に改善への意欲が高く、これからが期待される。 

これまでもより良いサービス提供に向けた取り組みは行われてきていたが、その目的や効果などが十分意識されて

こなかった。今後は、様々な取り組みの目的や関係性を明確に意識し、施設運営にそれがどう影響するのか、どの

ように行えば最も効果的なのかなどを十分に検討した上で取り組んでいけると、よりすばらしい施設が実現するだろ

う。 

このページの一番上へ

・カテゴリー１：「リーダーシップと意思決定」 

・カテゴリー２：「経営における社会的責任」 

・カテゴリー４：「計画の策定と着実な実行」

評点

改善の成果

・法人の中・長期構想の骨子に基づき設けられた、Ａ.提供サービスの内容に関する検討、Ｂ.職員に関する検

討、Ｃ.事務・経理・規程に関する検討、Ｄ.本部機能に関する検討、の４つの作業班に職員が参加し、検討を

進めている。障害者自立支援法への移行の中で、地域の理解と必要性に応じて有効に活用されるために

は、どのような施設となるべきか方向性の明確化を急いでいる。 

  

このページの一番上へ

・カテゴリー５：「職員と組織の能力向上」

評点

改善の成果
人事異動により管理職クラスのスタッフが配置され、組織の課題を明らかにするとともに、必要な書類につい

て整備を始めている。マニュアル等の文書の必要性についても組織全体で認識が高まった。今後は中長期

計画に沿って、職員の資質向上や組織の能力向上に取り組んでいく予定となっている。  

このページの一番上へ

・カテゴリー６：「サービス提供のプロセス」 

・カテゴリー７：「情報の保護・共有」

評点

改善の成果
書類の整備が進められ始めたことで、サービス全般についての状況が明確になり、課題がつかみやすくなっ

ている。具体的に改善の成果が現れるのはこれからだろう。  

このページの一番上へ

評点
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8-5-1. 前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、以下のカテゴリーで評価される部
分や利用者満足状況調査などにおいて改善傾向を示している 

 

改善の成果   

このページの一番上へ

・カテゴリー３：「利用者意識や地域・事業環境などの把握」

評点

改善の成果

・法人の中・長期構想の骨子に基づく作業班（提供サービスの内容に関する検討班）が、独自のアンケート調

査「コメット通所者の地域生活ニーズとコメットの提供サービス調査」を実施し、法人全体及び各施設ごとの

利用者・職員のニーズやサービス提供状況に対する評価等について、把握・分析を進めている。 

・改正した苦情解決制度について、今年度も全利用者・家族に対する説明会を実施し、理解の促進を図っ

た。  

このページの一番上へ
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評価結果ダイジェスト

評価結果詳細

  全体の評価講評

  事業評価結果

 

 
組織マネジメント分析
結果

  サービス分析結果

利用者調査結果

事業者のコメント

評点の見方

サービス情報の提供 

福祉サービス第三者評価情報 > 評価結果検索 > 評価結果一覧 > 評価結果詳細 > サービス情報の提供 

 

1-1．利用者等に対してサービスの情報を提供している 

 

講 評

法人の３施設を紹介するパンフレットが作成されており、施設ごとの沿革や定員、開所日、作業内容、職員体制、力

を入れていること等が記載されている。年に数回発行される法人の機関紙「コメット通信」には、毎年度、法人・各施

設の事業計画のみならず、事業報告や決算報告が掲載されており、会議の開催内容や個人情報の開示請求件

数、職員・利用者数の推移、賠償責任保険の加入状況などあらゆる情報が公開されている。

ほかに、市や地域の支援ネットワークのパンフレット等に施設の情報を掲載し、施設の場所や作業内容、支援内容

などを発信している。施設では、ホームページを開設するなど提供方法を工夫して、より幅広く情報を公開したいと

考えている。

利用者の問合せや見学に対しては、法人の「見学・実習・研修受入要領」の手順に従った受け付けと当日の対応が

行われており、施設では、特別な理由がない限り随時受け入れに応じている。見学者の情報は、「入所・見学カー

ド」に登録されている。

このページの一番上へ

評点  

標準項目

 利用者が入手できる媒体で、利用者に事業所の情報を提供している 

 利用者の特性を考慮し、提供する情報の表記や内容をわかりやすいものにしている 

 事業所の情報を、行政や関係機関等に提供している 

 
利用者の問い合わせや見学（可能な場合）の要望があった場合には、個別の状況に応じて対応してい

る 

A+の取り組み   

このページの一番上へ
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評価結果ダイジェスト

評価結果詳細

  全体の評価講評

  事業評価結果

 

 
組織マネジメント分析
結果

  サービス分析結果

利用者調査結果

事業者のコメント

評点の見方

サービスの開始・終了時の対応 

福祉サービス第三者評価情報 > 評価結果検索 > 評価結果一覧 > 評価結果詳細 > サービスの開始・終了時の対応 

 

2-1．サービスの開始にあたり利用者等に説明し、同意を得ている 

 

2-2．サービスの開始及び終了の際に、環境変化に対応できるよう支援している 

 

講 評

「小麦の家通所規程」に通所手続が定められ、通所希望者に対しては、マニュアル「小麦の家通所案内」に沿って、

見学時の案内と面談が行われ、作業内容や工賃、交通費、障害保険加入等の詳細について説明が行われている。

利用者の希望と施設の受入れ体制が一致した場合に利用者として登録され、「小麦の家通所契約書」に通所目的

とサービス内容が明記されて契約の締結が行われる仕組みとなっている。利用者とは、レクリエーション費用の賃

金控除に関する承諾書も取り交わされている。

通所開始時には、利用者と面接を行って意向を確認し、本人が慣れるまで充分な作業時間等の配慮を行っている

ほか、必要に応じて面接を行い、作業時間や内容に無理がないか確認するようにしている。面接の記録は残されて

いるが、さらに統一の記録書式を作成して、利用者の基本情報や生活状況、課題・ニーズ等の把握に漏れがないよ

うに取り組んでいくことが望まれる。就労等で施設の利用を終了した利用者についても、必要がある場合には籍を

置いて、アフターケアを行っている。

利用開始時・終了時の意向把握や支援方針策定の高度化については施設として課題意識があり、「利用開始時フ

ェイスシート・アセスメント票の記入にあたって」（マニュアル）や、利用者が自分で記入する「自己チェックリスト」な

どが作成され始めている。

このページの一番上へ

評点  

標準項目

 サービスの開始にあたり、基本的ルール、重要事項等を利用者の状況に応じて説明している 

 サービス内容や利用者負担金等について、利用者の同意を得るようにしている 

 サービスに関する説明の際に、利用者や家族等の意向を確認し、記録化している 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

評点  

標準項目

 
サービス開始時に、利用者の支援に必要な個別事情や要望を決められた書式に記録し、把握してい

る 

 利用開始直後には、利用者の不安やストレスを軽減するよう配慮している 

 サービス利用前の生活をふまえた支援をしている 

 サービスの終了時には、利用者の不安を軽減し、支援の継続性に配慮した支援をしている 

A+の取り組み   

このページの一番上へ



評価結果ダイジェスト

評価結果詳細

  全体の評価講評

  事業評価結果

 

 
組織マネジメント分析
結果
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3-1．定められた手順に従ってアセスメントを行い、利用者の課題を個別のサービス場面ごとに
明示している 

 

3-2．利用者等の希望と関係者の意見を取り入れた個別の支援計画を作成している 

 

3-3．利用者に関する記録が行われ、管理体制を確立している 

 

3-4．利用者の状況等に関する情報を職員間で共有化している 

講 評

通所契約時の面接において把握された利用者の基本情報や生活状況、課題・ニーズを基にサービス計画票が作成

され、1年ごとの契約更新の際、面接により利用者の施設での1年間の総括と評価、新たなニーズの把握が行われ

た上で、サービス計画票の見直しが行われている。しかし、利用者について把握されている情報の種類や内容には

バラつきが見られることから、見直し時期の設定、実施手順の再検討と併せて、より充実した統一書式を検討・作成

し、活用していくことが期待される。

日々の支援や利用者の状況については十分に記録されていないため、支援の評価を効果的に行うことは難しい状

況にある。今後は、施設の中で取り組みやすい方法を良く話し合い、支援の計画を立て、実施状況を記録し、振り

返りを行い、次の支援に生かしていく一連の流れをしっかりと組み立てていけると良いだろう。

個別支援計画に沿ってサービスを実施していくための体制の整備や職員の育成については、施設としても課題認

識が強く、今後の取り組みが期待される。

このページの一番上へ

評点  

標準項目

 利用者の身体状況や生活状況等を、組織が定めた統一した様式によって記録し、把握している 

 利用者一人ひとりのニーズや課題を明示する手続きを定め、記録している 

 アセスメントの定期的見直しの時期と手順を定めている 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

評点  

標準項目

 計画は、利用者の希望を尊重して作成、見直しをしている 

 計画を利用者にわかりやすく説明し、同意を得ている 

 計画は、見直しの時期・手順等の基準を定めたうえで、必要に応じて見直している 

 計画を緊急に変更する場合のしくみを整備している 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

評点  

標準項目
 利用者一人ひとりに関する情報を過不足なく記載するしくみがある 

 
計画に沿った具体的な支援内容と、その結果利用者の状態がどのように推移したのかについて具体

的に記録している 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

評点  

 計画の内容や個人の記録を、関係する職員すべてが共有し、活用している 
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標準項目  申し送り・引継ぎ等により、利用者に変化があった場合の情報を職員間で共有化している 

A+の取り組み   

このページの一番上へ
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5-1．利用者のプライバシー保護を徹底している 

 

5-2．サービスの実施にあたり、利用者の権利を守り、個人の意思を尊重している 

 

講 評

法人の個人情報保護規程により、収集した利用者の個人情報を目的以外に利用したり、第三者に提供したりする

場合には、法令の規定に基づくものを除き、本人の同意を得て、個人情報保護審議会の答申に基づいて行うことが

定められている。実際に利用者本人の意思を確認し、同意を得るようにしている様子はうかがえるが、今後、個人

情報の取得時も含め、書面による同意の記録を残すよう改めていくことが必要だろう。

サービスの実施にあたっては、はじめに利用者本人の希望を確認し、目標に沿った支援を行っている。日常的に

は、面接や声かけなどで利用者の状況を把握し、本人の気持ちに添った支援を行っている。しかし、個人の意思や

価値観の尊重について強く意識した取り組みを行っているわけではないため、今後はそうしたことを意識した支援の

あり方について研究し、実施していけると良いだろう。

虐待の防止については、これまで虐待の被害事例がないとの認識もあり、積極的な取組みは行われていないように

見受けられる。日常の作業中に行われる利用者に対する職員の些細な言動なども「虐待」と判断され得る可能性が

あることを考慮し、虐待防止のマニュアルの作成、職員への教育の徹底などを検討することが望まれる。倫理規程・

綱領の整備など法人の取組みにも期待したい。

このページの一番上へ

評点  

標準項目
 利用者について他機関へ照会する際、利用者の承諾を得るようにしている 

 日常の支援の中で、利用者のプライバシーに配慮している 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

評点  

標準項目

 日常の支援にあたっては、個人の意思を尊重している（利用者が「ノー」と言える機会を設けている） 

 
利用者の気持ちを傷つけるような職員の言動、放任、虐待、無視等が行われることのないよう、職員

が相互に日常の言動を振り返り、組織的に対策を検討し、対応している 

 
虐待被害にあった利用者がいる場合には、必要に応じて関係機関と連携しながら対応する体制を整

えている 

 利用者一人ひとりの価値観や生活習慣に配慮した支援を行っている 

A+の取り組み   

このページの一番上へ
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6-1．手引書等を整備し、事業所業務の標準化を図るための取り組みをしている 

 

6-2．サービスの向上をめざして、事業所の標準的な業務水準を見直す取り組みをしている 

 

6-3．さまざまな取り組みにより、業務の一定水準を確保している 

 

講 評

授産事業については、一日の流れや役割分担の内容等、大まかなことは文書にまとめられているが、具体的な作業内容に

関してはまだマニュアルが整備されていない。また、利用者支援についても、サービス計画票やサービス評価票が整備され

ているものの、１項目が対象とする範囲が大きく、支援レベルの標準化に貢献するものとはなっていない。

今回の第三者評価受審を通して、施設としてもマニュアル整備の必要性を感じているところである。自立支援法改正にともな

い、サービスのあり方が大きく変わることが予測されるため、法人全体の動きを見ながらサービスの標準化やマニュアル整備

に取り組んでいけると良いだろう。

職員の学びの機会の確保としては、計画的ではないができるだけ研修を受けられるように配慮している。また、年に一度、法

人全体で内部研修を行い、制度の動きなど重要な情報についての共有化を図っている。

このページの一番上へ

評点  

標準項目

 
手引書(基準書、手順書、マニュアル)等で、事業所が提供しているサービスの基本事項や手順等を明確にして

いる 

 手引書等は、職員の共通理解が得られるような表現にしている 

 提供しているサービスが定められた基本事項や手順等に沿っているかどうかを点検している 

 職員は、わからないことが起きた際や業務点検の手段として、日常的に手引書等を活用している 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

評点  

標準項目

 提供しているサービスの基本事項や手順等は改変の時期や見直しの基準が定められている 

 
提供しているサービスの基本事項や手順等の見直しにあたり、職員や利用者等からの意見や提案を反映する

ようにしている 

 職員一人ひとりが工夫・改善したサービス事例などをもとに、基本事項や手順等の改善に取り組んでいる 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

評点  

標準項目

 打ち合わせや会議等の機会を通じて、サービスの基本事項や手順等が職員全体に行き渡るようにしている 

 職員が一定レベルの知識や技術を学べるような機会を提供している 

 職員全員が、利用者の安全性に配慮した支援ができるようにしている 

 職員一人ひとりのサービス提供の方法について、指導者が助言・指導している 

 職員は、わからないことが起きた際に、指導者や先輩等に相談し、助言を受けている 

A+の取り組み   

このページの一番上へ
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1．個別の支援計画などに基づいて地域生活支援を行っている 
 

 

 

2．個別の支援計画に基づいて日中活動等に関するさまざまな支援を行っている 
 

 

講 評

「サービス計画票」として、現在の課題、当面の目標、施設が提供するサービス、利用者が果たす役割、その他をま

とめ、個別支援を行っている。見直しは年１回行っており、「サービス評価票」に、当面の目標、利用者による評価、

施設による評価、その他を整理し、次の計画に反映している。

自立生活に向けての情報提供としては、日頃から書籍を購入し、必要に応じて利用者に貸し出しを行っている。年

金申請手続き等の支援で病院その他関係機関に同行し、コミュニケーションを円滑に行うことが困難な利用者のサ

ポートを行っている。施設内での対人関係の支援については、他者とうまく接していくことが難しい利用者対して、状

況を見ながら必要に応じて声をかけるなどの対応を行っている。利用者からは「親身になって相談に乗ってもらえ

る」「個人の目標に向けて意欲を持つことの指導をよくしてくれる」などの声がある。

全体的に支援の大枠はあり、必要に応じた対応は行っているものの、支援を体系的に整理し、計画的・効果的に実

施していくところまでは至っていない。施設としても根本的な取り組みが必要であることは認識しており、改善が待た

れる。

評点  

標準項目

 個別の支援計画に基づいて支援を行っている 

 利用者の特性に応じて、コミュニケーションのとり方を工夫している 

 自立生活に必要なさまざまな情報を提供している 

 必要に応じて対人関係のアドバイス等を行っている 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

講 評

授産活動として、パン・菓子の製造・販売、店舗経営（パン、ＮＧＯ製品、他団体の自主製品等の委託販売）を行って

いる。利用者は、店舗と厨房に分かれて、月ごとに１週間の担当を決め、作業にあたっている。利用者一人ひとりに

ついてその人らしさが発揮できる活動を用意することはできていないが、利用者アンケートでは、「一般のアルバイ

ト、パートなどへの就労に役立つと思う」「就労に向けて的確なアドバイスをしてもらえる」など肯定的な意見が見ら

れた。

工賃は、「小麦の家メンバー工賃規定」に定められている。利用者一律の基本給があるほか、皆勤手当、配達手

当、休日手当などが用意されている。働く意欲を盛り立てる仕組みとしては、バザー参加時の工賃に別規定を設

け、全体ミーティングでの話し合いで工賃を決定している。

利用者からは「もう少し気楽な」場を設けてほしいという声もあり、法人全体のサービスのあり方の見直しの中で、本

施設の授産事業のあり方（利用対象者の絞り込みやサービスのあり方など）についても利用者ニーズに基づいた見

直しが行われることが必要だろう。

評点  

標準項目

 利用者が活動しやすい環境を整えている 

 利用者一人ひとりのニーズに応じたその人らしさが発揮できる活動を用意している 

 工賃は利用者との合意に基づいて支給している 

 利用者の働く意欲を盛り立てる取り組みを行っている 

A+の取り組み   

このページの一番上へ



 

3．おいしい食事を楽しく食べられるよう工夫している 
 

 

 

4．利用者の健康を維持するための支援を行っている 
 

 

 

5．利用者の自主性を尊重し、日常生活が楽しく快適になるような取り組みを行っている 
 

 

講 評

昼食は、法人内他施設が授産事業として喫茶・弁当事業を行っており、それを活用すれば毎日日替わりの食事メニ

ューを選ぶことができる。また、施設が駅に近い場所に立地していることから、選択肢は多い。

食事は休憩室で各自取ることになっており、食事をするための環境を整えているが、狭く薄暗いなど、構造上の問

題がある。建物自体は日当たりが良く、ゆったりした空間もあるため、建物を使用している法人全体で改善への取り

組みができると良いだろう。

適切な食事を摂取できるように、助言の必要が感じられた利用者に対しては、しっかりと話を聞いて不適切な食生

活になっている背景から確認し、その人にあった働きかけを行っている。

評点  

標準項目
 栄養のバランスがとれた食事が摂取できるよう助言している 

 食事時間が楽しいひとときとなるよう環境を整えている 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

講 評

年１回健康診断を行い、その結果を元に個別に話をしている。必要に応じて面談を行い、健康に関するアドバイスを

行っている。通院に同行する場合もある。

服薬管理の支援については、利用者が服薬管理の重要性を認識できるよう働きかけるとともに、利用者だけで管理

することが難しい場合には、職員が状況を確認し、必要なサポートを行っている。

急な体調変化に対しては、救命救急講習を職員が受講し、体制を整えている。

評点  

標準項目

 利用者が健康の自己管理ができるよう病気や治療の理解を深めるための支援をしている 

 必要に応じて、通院等に対する助言や支援を行っている 

 利用者が自己服薬管理できるよう助言や支援を行っている 

 利用者の体調変化（発作等の急変を含む）に速やかに対応できる体制を整えている 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

講 評

年1回の宿泊旅行や音楽鑑賞会、「コメット祭り」を始めとした法人内３施設合同のレクリエーションが開催され、地

域の支援ネットワークが主催するバレーボール交流会にも多くの利用者が参加している。パン製造・販売という授産

種目がら、地域の様々な人々との交流の機会があるのも施設の大きな特徴である。今後もより多様な体験ができる

よう、計画的なプログラムを検討していく予定となっている。グループ活動は、音楽、調理、レクリエーション、スポー

ツなど、多様に行われている。

施設は、幹線道路前の好立地にある。日々、建物内の清掃が行われているほか、職員と利用者による年３回のワッ

クス清掃、年末の大掃除などが徹底されており、施設の環境を清潔に保つ努力が払われている。

施設では、全体ミーティング、部門別会議、朝の朝礼、運営協議会などの会議が設けられ、作業に関する打ち合わ

せや問題点の話し合い、レクリエーション活動に関する相談などが行われている。会議の位置づけが明確になって

いないという問題があり、平成１７年度に検討を行った。その結果、最も重要であると位置づけられている全体ミー

ティングについて見直しが行われ、各種打ち合わせをするだけでなく、利用者が施設運営について意見を言える

場、利用者から議題を提案できる場として再構築された。
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6．施設と家族等との交流・連携を図っている 
 

 

 

7．地域との連携のもとに利用者の生活の幅を広げるための取り組みを行っている 
 

 

 

評点  

標準項目

 日常のプログラムは、利用者の特性や嗜好を考慮し、多様な体験ができるようにしている 

 室内は、採光、換気、清潔性など居心地のよい環境となるようにしている 

 日常の生活に関するきまりごとについては、利用者等の意見を参考にして見直しをしている 

 利用者同士が意見を言う機会があり、その意見等を施設運営に反映できるようなしくみを整えている 

 行事やイベントの企画・準備は利用者も参加して行っている 

A+の取り組み   

このページの一番上へ

講 評

法人の機関紙「コメット通信」の配布により、法人・各施設の事業計画のみならず、事業報告や決算報告、会議の開

催内容や個人情報の開示請求件数、職員・利用者数の推移、賠償責任保険の加入状況などあらゆる情報が家族

に提供されている。毎年度、家族会が開催され、精神保健福祉の動向や法人・施設の現状についての説明が行わ

れるとともに、各担当職員との面談や建物・施設の見学・案内が行われている。

利用契約時に緊急連絡先として家族の連絡先が確認されているものの、日常の通所生活に関する報告や連絡、相

談等のコミュニケーションは必ずしも充分ではないように見受けられる。

施設では、定期的な機関紙の送付や各種説明会の案内だけでなく、より一層家族との連携を密にしていきたいと考

えている。新しい利用者については、最初の面接や施設見学に家族も同行してもらい、家族との連携についても説

明することを始めた。今後も家族との連携・協力が充実されていくことが期待される。

評点  

標準項目

 家族等との交流・連携に際して、利用者本人の意思を確認し、その意向に基づいた対応をしている 

 利用者一人ひとりの状況を家族等へ知らせる手段を整えている 

 必要に応じて、家族等への情報提供や支援をしている 

A+の取り組み   
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講 評

地域の福祉団体が発行する各種の広報紙は、全体ミーティングで紹介し、室内に掲示するなど、利用者がイベント

や講座情報等を入手し活用することができるようになっている。施設は複数の地域ネットワークに参加しており、ＮＰ

Ｏなど様々な団体の活動情報を利用者に提供することができている。

利用者がイベントへの参加や体育館、就労支援センター、ハローワーク等への利用に関心を持った際には、個々の

希望に応じて、職員が同行するなどの支援を行っている。

この施設だけでなく、ほかの社会資源にも目を向け、生活を拡げてほしいという趣旨から、「地域資源見学プログラ

ム」を月２回実施している。毎回10～12名の利用者が参加している。見学先はそのときの状況によって選択してお

り、これまでに、旅行社や他の作業所、精神障害に特化した訪問看護ステーションなどの見学を行った。見学が利

用者の行動力や積極性を高めることにもつながっており、特例子会社で精神障害の人が働いている様子を見て、就

労に意欲を持ち始めている利用者もいるとのことである。

評点  

標準項目
 地域の情報を収集し、利用者の状況に応じて提供している 

 必要に応じて、利用者が地域の資源を利用し、多様な体験ができるよう支援している 

A+の取り組み   

このページの一番上へ
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